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一、起源と系譜 

宮代家は古くより相模国に根を下ろし、代々地域の発展と皇室への奉仕を旨とし

てきた家柄である。江戸期より続く家系は、今日に至るまで十六代を数える。歴

代の当主は、地域社会の重責を担い、神社への奉納、公共事業への尽力などを通

じて、その名を後世に伝えている。 

 

二、近代における事績 

特に顕著な事績を残したのは、十二代・宮代甚七（1853–1924）である。甚七は

相模川の砂利採取事業に従事し、鉄道敷設や土木工事に必要な資材を供給した。

その最盛期には一日百八十九車を出荷した記録があり、地域の近代化に大きな貢

献を果たした。また、大正十三年には国道一号線（東海道）馬入橋の工事を宮代

家が請け負い、さらに平塚八幡神社へ花岡岩の鳥居を寄進するなど、宗教・社会

両面において篤志を示している。 

甚七は「小事にとらわれぬ楽天家」と評され、地域の人々から敬愛を集めた人物

である。平塚新宿の八幡神社に残る石鳥居、馬入連光寺墓地に所在する墓碑は、

今なお宮代家の歴史を物語っている。



 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮 代 次 郎 左 衛 門 幸吉 (1806～1874) 

宮 代 甚 七 (1853～1924) 

宮 代 平 蔵 (1884～1953) 



 

宮 代 甚 七



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

◇宮代甚七 
明治 20 年(1887)７月、平塚駅開業前から、 

鉄道沿線に用いるため相模川の砂利採取に従 

事し、大きな成績をあげたのが宮代甚七(1853 

-1924)で、当時最盛期には、１日 189 車を出

荷した記録があります。 

八幡神社石鳥居 

昭和１０年頃

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マ ツ 

昭和十五年十一月十一日没 

甚 七 

大正十三年二月二日没 

宮代甚七の墓 

馬入連光寺墓地。 

宮代甚七 
小事にとらわれぬ

楽天家であったと

いいます。平塚新宿

に鎮 座する八幡神

社へ、妻マツと神職

雲出清太郎ととも

に花岡岩の鳥居を

寄進しています。 



 
 

三、皇室との関わり 

宮代家は古くより皇室との関わりを持ち、昭和期においてもその交流の痕跡が

確認される。昭和天皇の御代には、宮代家とゆかりの品や史料が残されてお

り、郷土史の中でも皇室との縁故が語り継がれている。 



 



皇室御来訪当時の新聞記事 



  



 

  



 

  



 

 

大正１２年 中央の着物姿 創立者 宮代甚七 
 

 

大正１３年 国道１号線(東海道)馬入橋工事 宮代家が請負う  



 

 

大正１４年 仕事始め 中央モーニング姿 宮代平蔵 
 中央下 子供は１３代目達 

 
 
 

四、十四代 

十四代の一人である宮代知直は、祖先の業績を受け継ぎつつ、時代の変遷に応じて新たな責務を果

たした人物である。知直たち十四代においても、地域社会との結びつきが強化され、宮代家の存在

は平塚・相模地方の歴史の中で確固たる地位を築いていった。 

 

五、現代—十六代へ 

現在、宮代家は十六代を数え、その系譜は連綿として続いている。長きにわたり地域の発展に尽く

し、皇室との関わりを保ってきた宮代家の歴史は、単なる家族の記録にとどまらず、地域社会・国

家の歴史の一部として重んじられるべきものである。  

 


